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外
国
人
の
視
点
か
ら
日
本
社
会
を
分
析

日
本
の
医
療
制
度
の
実
情
と
課
題
と
は
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―
―
日
本
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
切
っ
掛
け
は
？

グ
ッ
ド
マ
ン
　
大
学
で
社
会
学
と
社
会
人
類
学
を
学
び
始
め

た
当
初
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
興
味
が
有
り
、
イ
ン
カ
の

宗
教
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
と
の
関
わ
り
が

出
来
た
の
は
21
歳
の
時
で
す
。
大
学
院
に
進
学
す
る
前
の
ギ

ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
で
、
山
口
県
宇
部
市
の
中
学
校
９
校
で
１
年

間
、
英
語
を
教
え
ま
し
た
。
丁
度
、
教
育
委
員
会
が
英
語
の

講
師
を
探
し
て
い
た
の
を
知
り
、
応
募
し
た
の
で
す
。
そ
の

後
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
研
究
を
続
け
る
為
に
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
に
戻
り
ま
し
た
が
、
担
当
教
官
に「
こ
れ
か
ら
は
日

本
に
注
目
が
集
ま
る
だ
ろ
う
、
日
本
に
つ
い
て
研
究
し
た
ら

ど
う
だ
」と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
私
が
山
口
に
い
た
１

９
８
１
年
に
、
日
産
自
動
車
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
寄
付

を
し
て「
日
産
日
本
問
題
研
究
所
」が
出
来
た
の
で
す
。
そ
こ

で
私
も
研
究
対
象
を
日
本
に
変
え
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
日
本
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
研
究
を
？

グ
ッ
ド
マ
ン
　
博
士
課
程
で
、
最
初
に
研
究
し
た
の
は
帰
国

子
女
に
つ
い
て
で
し
た
。
１
年
間
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
有

る
私
立
の
中
高
一
貫
校
で
、
教
員
を
し
な
が
ら
研
究
を
し
ま

し
た
。
帰
国
子
女
や
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る

学
校
で
、
私
は
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
生
徒
の
為
の
学
生
寮

の
学
寮
長
も
務
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
以
来
、
私
は
一
貫

し
て
私
立
の
役
割
や
戦
略
に
関
心
を
寄
せ
て
来
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
何
を
取
り
上
げ
た
の
で
す
か
。

グ
ッ
ド
マ
ン
　
当
時
、
高
校
は
帰
国
子
女
の
受
け
入
れ
に
よ

っ
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
わ
っ
て
行
く
時
期
で
し
た
。

「
帰
国
子
女
は
格
好
良
い
、ト
レ
ン
デ
ィ
だ
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
社
会
に
広
が
り
、
帰
国
子
女
を
受
け
入
れ
る
学
校
は
国

際
的
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
高
ま
り
、
帰
国
子
女
に
対
す
る

対
応
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
大
学
受
験
で

嘗てルース・ベネディクトの『菊と刀』やエズラ・
ヴォーゲルの『ジャパン・アズ・ナンバーワン』が
ベストセラーになった様に、外国人研究者によ
る日本人論は、しばしば私達日本人に大きな影
響を与える。日本の帰国子女や児童虐待を社
会人類学の視点から論じて来たオックスフォード
大学副学長のロジャー・グッドマン教授もその１
人だ。そのグッドマン教授が昨年秋から、日本
の病院の同族経営を研究する為、日本に滞在し
ている。日本の同族経営は、戦後の日本が復
興、発展して行く中で重要な役割を果たしたと
いう。長年、日本社会を見つめて来た研究者と
して、日本の医療制度の実情や課題をどう見て
いるのか、グッドマン教授に話を聞いた。


